
【知的障がい】
（釧根圏）



普通科のみを設置する知的障がいの特別支援学校

釧路管内 北海道釧路養護学校
寄宿舎：有

スクールバス：有

■学校の基本情報

(校章)

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒０８５-００５４ 釧路市暁町11番１号
ＴＥＬ ０１５４－２４－７８２７
ＦＡＸ ０１５４－２５－３４３９

E-mail kushiroyougo-z0＠hokkaido-c.ed.jp
http://www.kushiroyougo.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標
「今を 明日を 自分らしく 心豊かに 生きる人を育てる」

□ 校 訓
「よさや持ち味を発揮する児童生徒」「豊かにかかわり合う児童生徒」
「自分から進んで取り組む児童生徒」

□ 概 要
本校は、昭和54年に開校した知的障がいのある児童生徒を対象とした特別支援学校です。高等部は

平成10年に設置され、在籍生徒は第1学年26名、第２学年２6名、第3学年31名です。身辺処理能力
の向上や基本的な生活習慣の確立に重点を置き、進んで物事に取り組む力や自分の気持ちを伝える力、
一人一人が自分らしさを伸ばしながら生活を楽しむ力を育てることを目指して指導しています。寄宿舎
では、聴覚障がい（北海道釧路鶴野支援学校）の舎生と共に生活指導の充実を図っています。

■特色ある教育活動

保護者や地域の人々の支援をもとに可能な限り社会に参加し、健康で心豊かな生活を送るための

能力や態度及び習慣を育成するため、次のような生徒を育てます。

「見たことや感じたこと、自分の思っていることを伝える生徒」

「自ら積極的に働きかけ、生きる喜びを見いだす生徒」

「進んで体を動かし、元気に活動する生徒」

【 ひまわりフェスタ 】
保護者や地域の人に日常の学習の成果を発表する場であり、音楽や劇の発表、バザー販売、ゲームや

喫茶店の運営などに取り組みます。

【 スポーツフェスティバル 】
体育的な学習の成果を発表する目的で２月に実施しています。体育としての取り組みだけではなく、

特別活動や生活単元学習の時間の活動として、実行委員会や係活動にも取り組みます。

【 現場実習 】
卒業後の進路先を決めるために、生活介護事業所や就労支援事業所で１日～２週間、実習生として活

動します。卒業後の生活がイメージできる現場実習を通して、卒業後の生活に向けた課題を明確にして
います。
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■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

＊登校時間 ８：５０（月～金）

＊下校時間 １４：４５（月～木）
１３：１５（金）

本校では、グランドデザインを作成すると共
に、小学部・中学部・高等部それぞれの学びがつ
ながるように教育課程を編成しています。
高等部では、「各教科等を合わせた指導に重点

を置いた教育課程」と「自立活動に重点を置いた
教育課程」を編成しています。
どの課程においても、生徒の将来の生活を見据

え、生活に生かせる力となる知識や技能、態度及
び習慣を育成することを大切にした指導を行って
います。

□ 作業学習
リサイクル、紙工、清掃、手芸の４つの作業

班に分かれて活動しています。1年ごとに本人
や保護者と相談しながら作業班の選択をしてい
ます。

□ 生活単元学習
一連の活動を総合的、実際的に学習すること

によって、生活に必要な知識や技能を身に付け
られるよう指導しています。本校の立地を生か
して、周辺の店舗や施設へ出かける学習も計画
的に実施しています。

□ 自立活動の指導
「自立活動」の時間及び学校生活全般で行っ

ています。個別の課題を設定し、各教科等と関
連付けて指導します。また、自立活動教諭が配
置され、生徒の学習へのアドバイスをしていま
す。

■卒業後の主な進路先について（令和６年度実績）

□福祉的就労～17名【就労継続支援B型、生活介護 など】
□そ の 他～１名

【各教科等を合わせた指導に重点を置いた教育課程】

月 火 水 木 金

１
日常生活の指導（学習準備・朝の会等）

体力つくり／自立活動

２ 国語、数学／自立活動

３
作業
学習

生活
単元
学習

作業
学習

生活
単元
学習

作業
学習４

日常生活の指導（給食）

５
保健
体育

音楽
保健
体育

ＨＲ/
生活
単元
学習

日常
生活
の指
導

６ 日常生活の指導（清掃・帰りの会）

※「総合的な探究の時間」は特定の時期に実施します。

学校Webページ
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校外体験学習 作業学習生活単元学習

ひまわりフェスタ 見学旅行（高３）現場実習

http://www.kushiroyougo.hokkaido-c.ed.jp/


職業学科と普通科を設置する知的障がいの特別支援学校

釧路管内 北海道釧路鶴野支援学校
寄宿舎：無

スクールバス：無

■学校の基本情報

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒084-0924 釧路市鶴野５８番９２
ＴＥＬ ０１５４－５７－９０１１
ＦＡＸ ０１５４－５７－３３９０
E-mail tsurunoshien-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www. tsurunoshien .hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標
「自立をめざして 明るく 元気に 努力し続ける人を育てる」

□ 校 訓
「全 力」「前 進」「笑 顔」

□ 概 要

■特色ある教育活動

高等部の目標
・働き続け、地域社会で自立した生活を送るための知識や技能を育てる。
・様々な経験を通して自己有用感を高め、自己理解、自己選択、自己決定できる力を培う。
・健康的な生活習慣を身に付け、働き、地域生活を楽しむための体力を培う。
・釧路鶴野支援学校の一員としての自覚を促し、他者の立場を尊重し思いやる気持ちを育てる。

【 職業学科（環境・流通サポート科） 】
作業学習では、主にビルクリーニングなどの清掃や製本などに取り組みます。

【 職業学科（福祉サービス科） 】
作業学習では、主に介護基礎技術に関する学習や喫茶サービスなどに取り組みます。

【 職業学科（生産技術科） 】
作業学習では、主に紙製品や窯業製品の製作、販売に取り組みます。

【 職業学科（情報ものづくり科） 】
作業学習では、主に情報通信技術を活用し、工芸品等の製作・販売に取り組みます。

【 職業学科（食品デザイン科） 】
作業学習では、主に地元の食材を活用した食品の開発、製造、加工、販売に取り組みます。

【 普通科 】
各教科等の学習、特に職業や総合的な探究の時間、コミュニケーションの授業を中心に、「校内環境

整備活動」や「ちょこっとボランティア」など様々な体験活動に取り組みます。

本校は、聴覚障がい教育（幼稚部、小学部、中学部）と知的障がい教育（高等部）を行う学校とし
て平成２６年に開校しました。２つの職業学科からスタートし、平成３１年４月から現在と同様の５
つの職業学科と普通科を設置しています。設置する６学科がそれぞれ特色ある学習活動を展開し、歴
史と伝統のある釧路で、自立と社会参加に向けた人材の育成を目指しています。
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■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

【 職業学科（環境・流通サポート科） 】 「地域で自立し、明るく元気に 働き続ける
人を育てる」ことを目指しています。

□ 自立活動の指導
セルフマネジメント（自立活動＋特別の教科

道徳＋保健体育：各教科等を合わせた指導）の
時間は、自己を理解し、目標達成に向けて主体
的に取り組む態度を育成することを目指した全
学科共通授業です。自分の課題や日頃の取組に
ついて教師と一緒に振り返る学習「じりつ」
と、自分の身体の変化に気付くための運動を行
う学習「チャレンジ」があります。

□ 作業学習（職業学科）
働く力を身に付けるための学習です。様々な

作業（仕事）に取り組み、働くための基礎・基
本的な力を身に付けます。地域と連携した学習
を通して、地域で働く意識を高めます。

□ 総合的な探究の時間（普通科）
地域資源を活用した様々な体験学習に取り組

み、主体的に課題と向き合うなど、自ら学ぶ姿
勢を育てます。職業など各教科等の学習と関連
付け、習得した知識を実際の場面で活用する力
を育てます。

【 普通科 】

＊ 登校時刻 8：４５（月～金）

＊ 下校時刻 １５：２５（月～木）／１４：３０（金）

■卒業後の主な進路先について（令和６年度実績）

□ 就 職 ～20名【一般就労13名（卸売小売・製造業など）、就労継続支援Ａ型７名】
□ 福祉的就労 ～18名【就労移行支援３名、就労継続支援Ｂ型15名】
□ そ の 他 ～３名（その他１名、未定２名）

学校Webページ

月 火 水 木 金

１
セルフ

マネジメント
セルフ

マネジメント 数学
セルフ

マネジメント 数学

２ 情報

作業学習

セルフ
マネジメント

総合的な探究
の時間

作業学習３ 音楽 家庭 国語

４ 美術 職業 外国語

５
作業学習 保健体育

国語 理科 ＨＲ

６ 道徳 社会

月 火 水 木 金

１
セルフ

マネジメント
セルフ

マネジメント 数学
セルフ

マネジメント
職業

２ 外国語 職業
セルフ

マネジメント
総合的な
探究の時間

３ 音楽
総合的な
探究の時間

職業 数学
総合的な
探究の時間

４ 美術 家庭 情報

５ 国語
保健体育

国語 社会 ＨＲ

６
コミュニケー

ション 道徳 理科
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福祉サービス科
：接客の様子

生産技術科：窯業
ドリッパーの製作

環境・流通サポート科
：ビルクリーニング

食品デザイン科
：煎餅焼成の様子

普通科：認定こども園と交流学習
（総合的な探究の時間）

情報ものづくり科：金属加工
PCラック製作

http://www.tsurunoshien.hokkaido-c.ed.jp/


職業学科と普通科を設置する知的障がいの特別支援学校

根室管内 北海道中標津支援学校
寄宿舎：有

スクールバス：なし

■学校の基本情報

(校章)

□ 住 所

□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒086-1053 標津郡中標津町東13条北７丁目15番地２

ＴＥＬ ０１５３－７２－６７００

ＦＡＸ ０１５３－７２－６７０１

E-mail n-koyo-z0@hokkaido-c.ed.jp

http://www.n-koyo.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標
学校の目標
「社会参加・自立を目指し、生き生きと活動する児童生徒を育てる」～身に付けたい力の具現化～

児童生徒の目標
「カッコいい大人になる」～身につけたい力の具現化～

□ 校 訓
「健 康」「思いやり」「意 欲」「協 力」

□ 概 要
本校は平成８年に職業学科を設置する特別支援学校として開校しました。地域資源を活用した体験的

な学習を通して、卒業後の社会参加と自立に向けて一人一人の目標を達成できるように計画的に進めて
います。寄宿舎においては、基本的な生活習慣の確立と集団生活の中で互いに協力することや責任を果
たすことを目指しています。なお、令和元年度より小、中学部を開設、令和４年度より高等部に普通科
が開設されました。根室管内唯一の特別支援学校として、様々な教育的ニーズのある児童生徒が一つの
校舎で学んでいるところが特徴になります。

■特色ある教育活動（設置学科：園芸科 窯業科 木工科 家庭総合科 普通科）

高等部教育目標
【職業学科】
生徒一人一人の卒業後の目指す姿に応じて、適切に社会参加と自立を目指す生徒を育てる

【普通科】
生徒一人一人の発達段階に応じて、自分らしく社会参加と自立を目指す生徒を育てる

【 生徒主体の個別の指導計画 】
職業学科は個別の指導計画を学校・寄宿舎それぞれ生徒主体で作成しています。学級担任や舎室担当

との面談をとおして、どのような大人になりたいか、そのためにはどんな力が必要かを考え、主体的に
目標を立てることで、卒業後の目指す姿や進路希望に応じた学びを深めます。
普通科においては、生徒の実態や教育的ニーズに応じて指導目標や学習内容、手だてなどを教師が考

え、保護者と確認する様式の個別の指導計画を活用しながら指導や支援を実践しています。

【 地域ニーズに応える作業学習 】
本校高等部は「地域連携」をテーマにして、地域のニーズに応えながら各学科で製品製作などを行っ

ています。生徒が主体となって様々なアイデアを出し合いながら「NSGフェスティバル」という名称
で即売会を行ったり、中標津町のふるさと納税返礼品を製作するなど中標津町役場や商工会議所などと
連携したりしながら各学科の特徴を生かした作業学習を行っています。

※高等部普通科の出願資格については、原則として本校の中学部卒業（含見込）の生徒となります。
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■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

□ 自立活動の指導
本校独自の「自立活動アセスメントシー

ト」を活用した客観的な実態把握を基にして
生徒と面談を行います。生徒自身の得意なこ
との理解など自己認知を高める学習を行いま
す。職業学科においては教育活動全体を通し
て、普通科においては、授業時数を設定して
学習を行っています。

□ 進路に向けた学習
卒業後の生活を見据えて進路の学習に取り

組んでいます。自己分析やビジネスマナーな
どを学びながら、近隣の福祉サービス事業所
やグループホームを見学したり、卒業後の就
労や生活について卒業生や事業所の職員から
話を聞いたりする学習を行っています。
現場実習は第１学年は１週間、第２学年は

３週間、前提実習として第３学年は最大５週
間行っています。

□ セルフプロデュース
木曜の６校時に隔週でセルフプロデュース

を行っています。この時間は生徒の将来の夢
を実現するために、実現するための人生設計
に応じた職業調べや到達度のチェックなどの
学習を行っています。

【 職業学科(職) 普通科(普) 普通科(重) 】

月 火 水 木 金

職 普 重 職 普 重 職 普 重 職 普 重 職 普 重

１ LHR
体力
つくり

自
立
活
動

体力
つくり 自

立
活
動

体力
つくり

自
立
活
動

体力
つくり 自

立
活
動

２

作業学習

音楽 国語

作業学習

数学

３
美
術
／
進
路
学
習

美術
／
生活
単元
学習

保健体育
生活単元
学習

４

５
生
活
単
元
学
習

生活
単元
学習

作
業
学
習

生活
単元
学習

作
業
学
習

生活
単元
学習

国語
／
数学

自
立
活
動

６
自立
活動

自立
活動

自立
活動

セルフプロ
デュース

■卒業後の主な進路先について（令和６年度実績）

□ 一 般 就 労（就労継続A型含む）～６名【小売、建設、漁業】
□ 福祉的就労（移行支援／就労継続B型／生活介護／自立訓練）～１７名
□ そ の 他～２名

登校時間 ８時３０分（月～金）
下校時間１５時１０分（月～木）１３時２０分（金）

※「総合的な探究の時間」は特定の時期に実施

学校Webページ
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見学旅行：東京ディズニーランド 進路：事業所学習進路：現場実習

スポーツ祭：学年対抗玉入れ 進路：事業所説明会総合：地域即売会

http://www.n-koyo.hokkaido-c.ed.jp/

